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けであった。インド・デリーの地に降り立つと、異様な雰囲気が私を包み込んだ。私はバラナシ行きの鉄道チケットを手に入れるべく、自分の背中よ 大きなバックパックを背負いデリー駅の外国人専用窓口 探し始めた。次の瞬間、私はたくさんのインド人に囲まれて た。その中に政府観光庁のＩＤカードを持つ男がいた。 「チケットはＤＴＴＴＣのオフィスでしか買えない。そこまではリキシャーで行け」 。そ 男の
主張する内容は、私の持っていたガイドブックのものと 全く異なり、そのことを指摘すると、 「チェンジ」 と言 、 ガイドブックのページに大きく「×」を描いた。こいつは信用できないと思い走って逃げると次は俺だと言わんばかりにタクシー 運転手や旅行会社の男など私は次々と引っ張られ、それぞれが違う内容を主張する。やっとのことで外国人専 窓口を探し当て、チケットを手にしたときには駅到着 ら でに三時間も経っていた。
デリーにて半泣きにされた私がインドに















きたものだから、逆に私はそれら 拝借して自分なりの決め台詞を作り上げていハイテンションで彼 に接すると、彼 もそれに応じてくれるのである。初めはとっつきにくかったインド人は、次第に私とキャラの似た同朋に思えてきたのである。それは大阪人の多くが持ち合わせる「人懐っこさ」と「ボケとツッコミの精神」を、インド人も持っていると感じ から ある。こうしてノリでやって来 イ ドで彼らとの共通点を発見し、ハマってしまったのだ。
そんな彼らと漫才コンビを組んだらうま
くいくかもしれない。そのときのコンビ名はシンプルに「大阪人とインド人」がいい。
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